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(57)【要約】
　送風機ノズルのような第１の要素（２）と空気ガイド
部品のような第２の要素（１）とのアセンブリが、第２
の要素（１）に属する薄い細長リップ部材（１６）を第
１の要素（２）の平坦隔壁（４）と平行に固定された細
長平坦板（６）の３つの辺によって形成される狭い細長
スロット（１０）の中に組み立てることによって行われ
る。スロット（１０）は、板（６）の長辺（８）と一体
をなす少なくとも１つのガイド形成要素（１１～１２）
を備える。このガイド形成要素は、前記板（６）の延長
上に、第１の要素から遠ざかるにつれて隔壁（４）から
離れていく摺動面（１１ａ～１２ａ）を備える。ガイド
形成要素は、リップ部材（１６）と協働することにより
、スロット（１０）内へのリップ部材（１６）の挿入が
摺動面でのリップ部材の摺動によって始まり、次いでリ
ップ部材（１６）の進入時のスロットへのリップ部材の
漸進的挿入へと引き継がれるように構成される。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の要素（２）と第２の要素（１）とのアセンブリであって、前記第２の要素（１）
に属する薄い細長リップ部材（１６）を前記第１の要素（２）の平坦隔壁（４）と平行に
固定された細長平坦板（６）の３つの辺によって形成される狭い細長スロット（１０）の
中に組み立てることによって行われるアセンブリにおいて、少なくとも１つのガイド形成
要素（１１～１５）が前記スロット（１０）の縁を形成する前記細長平坦板（６）の長尺
辺（８）と一体であり、前記ガイド形成要素（１１～１５）は、前記細長平坦板（６）の
延長上に延びる摺動面（１１ａ～１５ａ）であって、前記第１の要素（２）から遠ざかる
につれて前記第１の要素の前記平坦隔壁（４）から離れていく摺動面を備え、前記少なく
とも１つのガイド形成要素（１１～１５）は、前記リップ部材（１６）と協働することに
より、前記スロット（１０）への前記リップ部材（１６）の挿入が前記摺動面（１１ａ～
１５ａ）での前記リップ部材（１６）の摺動によって始まり、次いで前記リップ部材（１
６）の進入時の前記スロット（１０）への前記リップ部材（１６）の漸進的挿入へと引き
継がれるように構成されることを特徴とするアセンブリ。
【請求項２】
　ガイド形成要素の前記摺動面（１４ａ～１５ａ）が前記細長平坦板（６）に対して傾斜
した面をなす平坦面であることを特徴とする、請求項１に記載のアセンブリ。
【請求項３】
　前記摺動面（１４ａ）が前記摺動面（１４ａ）の傾斜を上回る傾斜の２つの部位（１４
ｂ）を側方に備えることを特徴とする、請求項２に記載のアセンブリ。
【請求項４】
　ガイド形成要素の前記摺動面（１１ａ～１３ａ）が曲線的な横断面をもつ表面であるこ
とを特徴とする、請求項１に記載のアセンブリ。
【請求項５】
　前記スロット（１０）のほぼ全長にわたって延びる単一のガイド形成要素（１３～１４
）を備えることを特徴とする、請求項１から４のいずれか一項に記載のアセンブリ。
【請求項６】
　前記スロット（１５）に沿って配置された少なくとも２つの独立したガイド形成要素（
１１、１２、１５）を備えることを特徴とする、請求項１から５のいずれか一項に記載の
アセンブリ。
【請求項７】
　前記平坦隔壁（４）が、前記スロット（１０）の長縁の延長上に前記平坦隔壁（４）に
対してほぼ垂直に延びる少なくとも１つの衝止部（２０）であって、前記リップ部材（１
６）をブロックして前記リップ部材が前記スロット（１０）の外を通るのを妨げるように
構成された衝止部（２０）を前記スロット（１０）と反対の面に有することを特徴とする
、請求項１から６のいずれか一項に記載のアセンブリ。
【請求項８】
　前記第１の要素（２）が、前記スロット（１０）内への前記リップ部材（１６）の挿入
方向に対して垂直に、かつ前記平坦隔壁（４）および前記平坦板（６）に対して垂直に配
置された複数の拘止リブ（２１）であって、前記スロット（１０）への前記リップ部材（
１６）の挿入時に前記リップ部材と協働して前記スロットの奥に前記リップ部材を案内し
、前記リップ部材が前記スロット（１０）内に完全に挿入されたときに前記平坦隔壁（４
）に対して垂直にリップ部材を拘止するように構成された拘止リブ（２１）を前記スロッ
ト（１０）の内部に備えることを特徴とする、請求項１から７のいずれか一項に記載のア
センブリ。
【請求項９】
　前記薄い細長リップ部材（１６）が、前記第１の要素（２）に向かって凹縁部（１７）
を有するとともに、せり出した尖端（１９）をその側方終端に有することを特徴とする、
請求項１から８のいずれか一項に記載のアセンブリ。
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【請求項１０】
　自動車両の送風機ノズル（２）に対する空気ガイド部品（１）のアセンブリであること
を特徴とする、請求項１から９のいずれか一項に記載のアセンブリ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、比較的狭い細長スロットに対する比較的薄い細長リップ部材のガイド付きア
センブリ、およびノズルに対する空気案内部品のアセンブリへのその応用に関する。
【背景技術】
【０００２】
　幾つかの用途では、ある要素を別の要素に対して嵌合させる必要があり、第１の要素は
、第２の要素の中に形成された細長スロットにきつく受け止められなければならない比較
的薄い細長リップ部材または薄板を終端とする隔壁を少なくとも有する。たとえば、自動
車製造分野で電動送風装置のノズルに空気ガイド部品の上部隔壁および下部隔壁を嵌合さ
せる場合がそれに当たるが、その場合、ノズルはその上部と下部に平行な水平隔壁を備え
、それぞれの隔壁に長辺で取り付けられた平行な板材が３辺を開放された薄い細長スロッ
トを形成しており、空気ガイド部品はノズルの平行な狭いスロットに挿入される真直な縁
部をもつ２つの細長リップ部材をその上部と下部に備えており、その嵌合の後、空気ガイ
ド部品は適当な補完的クリップ要素によってノズルに最終的に固定される。空気ガイド部
品は比較的大きく、かつ柔軟な部品であるために取扱い時に変形し、したがってクリップ
留めする部位同士を正しく対置させることは容易でないことから、一方の部品を他方の部
品に挿入することは組立工にとってかなり困難なものとなる。この対置は、組立工による
視認が容易でないノズルの下部においては特に困難であり、組立工は手探りの取付け作業
を強いられることになり、複雑な作業となる可能性がある。
【発明の概要】
【０００３】
　したがって、本発明は、３辺をもつ比較的狭い細長スロットへの比較的薄い細長リップ
部材のアセンブリであって、一方の要素の他方の要素内への挿入が、特にスロットの視認
が得られない場合に、容易になるようにされたアセンブリを提案することを目的とする。
【０００４】
　本発明の目的は、第１の要素と第２の要素とのアセンブリであって、第２の要素に属す
る薄い細長リップ部材を第１の要素の平坦隔壁と平行に固定された細長平坦板の３つの辺
によって形成される狭い細長スロットの中に組み立てることによって行われるアセンブリ
において、少なくとも１つのガイド形成要素がスロットの縁を形成する前記細長平坦板の
長尺辺と一体であり、前記ガイド形成要素が、リップ部材と協働することにより、スロッ
トへのリップ部材の挿入が摺動面でのリップ部材の摺動によって始まり、次いでリップ部
材の進入時のスロットへのリップ部材の漸進的挿入へと引き継がれるように構成された摺
動面を備えることを特徴とするアセンブリによって果たされる。
【０００５】
　有利には、第１の実施形態によれば、ガイド形成要素の摺動面は、前記細長平坦板に対
して傾斜した面をなす平坦面であることができる。特に、摺動面は、前記摺動面の傾斜を
上回る傾斜の２つの部位を側方に備えることができる。これらの部位はたとえば摺動面の
隅であることができる。これらの傾斜部位は、リップ部材の挿入を容易にすることができ
るものであり、特にリップ部材が第１の要素に向かって凹縁部を有し、両側方終端がせり
出した尖端をなすときにそのことが言える。
【０００６】
　有利には、第２の実施形態によれば、ガイド形成要素の摺動面は曲線的な横断面をもつ
表面、すなわち横断面が円弧もしくは楕円弧またはそれに近い曲線の形状である表面であ
ることができる。
【０００７】
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　第１の要素と第２の要素のアセンブリは、前記スロットの全長にわたって、または前記
スロットのほぼ全長、たとえばそのスロットの長さの少なくとも７０％にわたって延びる
単一のガイド形成要素を備えることができる。
【０００８】
　あるいは、第１の要素と第２の要素のアセンブリは、スロットに沿って配置された少な
くとも２つの独立したガイド形成要素を備えることができる。たとえば、２つのガイド形
成要素はスロットの両側方端またはその近傍に配置することができる。それぞれ側方に配
置されたその２つのガイド形成要素の間に、たとえばそれらの間に規則的に分散配置する
などして、その他の独立したガイド形成要素を設けることもできる。
【０００９】
　ガイド形成要素の数および寸法は、スロットの周囲の利用可能な空間や、スロット内部
にリップ部材が挿入される際にそのリップ部材がガイド形成要素の摺動面を摺動すること
でガイド形成要素が支えなければならない力に応じて選ぶことができよう。
【００１０】
　有利には、かつ非限定的なこととして、前記平坦隔壁は、スロットの長縁の延長上に前
記平坦隔壁に対してほぼ垂直に延びる少なくとも１つの衝止部であって、リップ部材をブ
ロックしてリップ部材がスロットの外を通るのを妨げるように構成された衝止部をスロッ
トと反対の面に有することができる。このように、リップ部材が先に進むのをブロックさ
れることで、組立工はリップ部材をスロットに挿通するためにはその位置をずらさなけれ
ばならないことに気づく。そのような衝止部はスロットの奥行全体にわたって延びること
ができる。
【００１１】
　有利には、かつ非限定的なこととして、第１の要素は、スロット内へのリップ部材の挿
入方向に対して垂直に、かつ平坦隔壁および平坦板に対して垂直に配置された複数の拘止
リブであって、細長スロットへのリップ部材の挿入時にリップ部材と協働してスロットの
奥にリップ部材を案内し、リップ部材がスロット内に完全に挿入されたときに平坦隔壁に
対して垂直にリップ部材を拘止するように構成された拘止リブをスロットの内部に備える
ことができる。この拘止リブは、第１の要素の平坦隔壁または細長平坦板のいずれとも分
け隔てなく一体をなすことができる。ただし、平坦板との一体化はスロットの奥でのリッ
プ部材の案内を改善することができる。
【００１２】
　有利には、薄い細長リップ部材は、第１の要素に向かって凹縁部を有するとともに、せ
り出した尖端をその側方終端に有することができる。これにより、スロット内部へのリッ
プ部材の挿入を、特にガイド形成要素がスロット全長にわたって延びているとき、または
独立したガイド形成要素が両側方に配置されているときに、容易にすることができる。そ
の場合、スロットへのリップ部材の挿入は、ガイド形成要素を備えるスロットの前記部位
への尖端の挿入によって始まり、次いでリップ部材の進入時のリップ部材の凹縁部の残る
部分の漸進的挿入へと引き継がれる。
【００１３】
　有利には、かつ非限定的なこととして、ガイド形成要素は第１の要素と一体で、たとえ
ば成型によって、製作される。ただし、１つまたは複数のガイド形成要素を第１の要素に
対して接着などによって固定することを企図してもよい。衝止部および／または拘止リブ
に関しても同様である。
【００１４】
　好ましい用途によれば、本アセンブリは、自動車両の送風機ノズルに対する空気ガイド
部品のアセンブリである。有利には、スロットは、取付け時に視認不能な送風機ノズルの
部分、特に下方部分に配置される。
【００１５】
　本発明のその他の特徴および利点は実施例についての以下の説明から明らかとなろう。
添付の図面を参照する。
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【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】送風機ノズルと、嵌合によってそのノズルと組み立てられる空気ガイド部品とが
アプローチ位置にあるときの、両者の下部の下前方部分斜視図である。
【図２】図１のノズルと空気ガイド部品とが嵌合位置にあるときの、両者の下部の４分の
３斜め前方詳細斜視図である。
【図３】ガイド形成要素の実施形態による図１のノズルの下部の４分の３前方詳細斜視図
である。
【図４】ガイド形成要素の実施形態による図１のノズルの下部の４分の３前方詳細斜視図
である。
【図５】ガイド形成要素の実施形態による図１のノズルの下部の４分の３前方詳細斜視図
である。
【図６】ガイド形成要素の実施形態による図１のノズルの下部の４分の３前方詳細斜視図
である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　本発明によるアセンブリは、空気ガイド部品１（第２の要素）を電動送風装置のノズル
２（第１の要素）に嵌合させることを目指すものである。
【００１８】
　ノズル２は、車両の前後長手方向に対して垂直かつ横断方向に延びる長方形の剛性フレ
ームの形をなす。このフレームは特に上部および下部の２つの水平隔壁を有するが、図面
には下部隔壁４のみが示されている。下部隔壁４では、平行な細長長方形板６がその板６
の長辺に沿って取付脚５によって隔壁４に取り付けられ（図２）、板６のそれ以外の３辺
（もう１つの長辺８と２つの短辺９）は、前方（すなわち空気ガイド部品１の方）および
側方に開かれた水平スロット１０の開放縁を形成する。「辺」という語はここでは板６の
外縁のことを言う。
【００１９】
　本発明によれば、１つまたは複数のガイド形成要素は板６の長辺８と一体をなす。図１
から図３に示す実施形態では、２つの独立したガイド形成要素１１、１２が両側方に配置
されている。ガイド形成要素はそれぞれ摺動面１１ａ、１２ａを備えており、その摺動面
は、ノズル２から遠ざかるにつれてノズル２の隔壁４から離れるようにして板６の延長上
に延びる。したがって、図１から図３では、摺動面１１ａ、１２ａは曲線的な横断面を有
している。この曲線的な横断面は、たとえば、半径が１５～２０ｍｍなどの円弧であるこ
とができる。ガイド形成要素１１、１２の端部は、たとえば、板６に対して垂直方向には
長辺８の縁から１０～２０ｍｍのところに位置し、板６と平行にはその長辺８の縁から１
５～２０ｍｍのところに位置するなどしてよい。言うまでもなく、これらの寸法は利用可
能な空間に応じて適合されてよいだろう。
【００２０】
　ガイド形成要素１１、１２の長さ、すなわち、板６の長辺８に対して垂直方向のその寸
法は、特に周囲の利用可能な空間によって可変的であってよいだろう。そのため、図３の
ガイド形成要素１１、１２は図２に示したものよりも短くなっている。
【００２１】
　図４～図６はガイド形成要素の変形実施形態を示している。
【００２２】
　そのため、図４のノズル２は、板６の長辺８の全長にわたって、換言すればスロット１
０の全長にわたって延びるガイド形成要素１３を１つだけ備えている。このガイド形成要
素１３の横断面もまた曲線的で、その摺動面１３ａは丸みを帯びた形状となっている。そ
の曲線的な横断面は、前述の実施形態の摺動面１１ａ、１２ａと類似のものであってよい
。
【００２３】
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　図５のノズル２もまた、板６の長辺８の全長にわたって延びる１つだけのガイド形成要
素１４を備えるが、このガイド形成要素１４は板６に対して傾斜した板の形をなす。その
ため、その摺動面１４ａはノズル２から遠ざかる傾斜した平坦面である。この傾斜は板６
に対して３０～６０°程度の角度であることができる。摺動面１４ａの端部は、板６に対
して平行に板６の長辺８から１５～２５ｍｍのところに位置するものであってよい。
【００２４】
　この例では、ガイド形成要素１４の前方隅１４ｂは「角を折られて」、すなわち斜めを
向いた「折り目」１４ｃに沿って下向きに引き起こされている。そのため、摺動面１４ａ
は、前記摺動面１４ａの傾斜を上回る傾斜の２つの部位１４ｂを両側方に備える。
【００２５】
　図６のノズル２は、板６に沿って分散配置された独立した複数のガイド形成要素１５を
備える。これらのガイド形成要素１５は三角形をなし、その摺動面１５ａがノズル２から
遠ざかる傾斜面に沿って板６の延長上に延びるように板６の下側に一体化されている。こ
の傾斜は図５の実施形態の傾斜と類似したものであってよい。この例では、すべての摺動
面１５ａが同じ傾斜を有しているが、それぞれの摺動面１５ａの傾斜は異なるものであっ
てもよいだろう。たとえば、両端に位置するガイド形成要素１５の摺動面１５ａは、他の
ガイド形成要素１５の摺動面１５ａよりも大きな傾斜を有していてもよいだろう。
【００２６】
　このように、それぞれの実施形態の摺動面１１ａ～１５ａは排水口（ａｖａｌｏｉｒ）
形状を有する。
【００２７】
　スロット１０の一方の側におけるこの排水口形状は、スロット１０の反対側に、より正
確にはスロット１０と反対側のノズル２の隔壁４の面に配置された１つまたは複数の衝止
部２０の存在によって補完することができる。そのため、それぞれの衝止部２０は隔壁４
と一体をなすとともに、この隔壁４に対してほぼ垂直に、ガイド形成要素を支える縁と対
向するスロット１０の縁から、すなわち板６の長縁８と対向する位置にあるスロット１０
の縁から、この隔壁４の縁と面一をなす。そのため、それぞれの衝止部２０はリップ部材
１６が通るのを阻止する一種のフランジを局所的に形成して、隔壁４の上をリップ部材が
通らないようにする。この衝止部２０は図２および図３にしか示さなかった。これらの図
では、衝止部の数は２つで、ガイド形成要素１１および１２に対向して配置されている。
衝止部はスロットの奥行全体にわたって延びている。ただし、設ける衝止部は１つだけで
あることも、スロット１０に沿って分散配置した２つ超の衝止部であることもできようし
、それは図１～図６に示したそれぞれの実施形態に対応したものであってよいだろう。衝
止部２０は、高さが数ミリメートル、たとえば高さ４～５ｍｍで、多少なりとも長さのあ
るリブの形で単純に実現することができる。
【００２８】
　空気ガイド部品１は、垂直辺によってつながれた上部および下部の水平隔壁を主に備え
る長方形のフレームの形をとる。図１には、下部隔壁１ａと垂直側面１ｂのみが示されて
いる。水平隔壁１ａはノズル２に向かう後方リップ部材１６を後方の終端としており、そ
の後方リップ部材はノズル２のスロット１０に比較的きつく挿入されなければならない。
【００２９】
　図１および図２に示された実施形態では、後方リップ部材１６は曲線的で、後方に向か
って凹んだ形をなし、それによって、せり出した２つの側方尖端１９を両側方終端とする
楕円弧形の縁部１７をノズル２に向かって形成する。ただし、本発明はリップ部材１６の
縁部を曲線的な形状１７のみに限定するものではなく、この縁部は直線的であることもで
きる。
【００３０】
　空気ガイド部品１とノズル２とが相前後する位置にされた後（図１）、組立工は曲線的
縁部１７の尖端１９をノズルのガイド形成要素１１、１２と向い合せ、そのガイド形成要
素とリップ部材１６が協働して一方の要素が他方の要素に接近する動きを続けながらその
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尖端１９がガイド形成要素１１、１２の摺動面１１ａ、１２ａに当接するようにして、そ
の摺動面によってスロット１０の方に漸進的に案内されるようにするが、その際、衝止部
２０は、リップ部材１６がスロット１０に接近したときにリップ部材が隔壁４の上を通る
のを防ぐ。それと同時に、縁部１７の曲線的形状は、リップ部材１６の残る部分が難なく
漸進的に進入してスロット１０に挿入されることを可能にする。
【００３１】
　同様の取付けは、図４～図６のいずれか１つによるガイド形成要素の実現を通して実施
することができる。そのため、たとえば、図５に示すようなガイド形成要素１４と曲線的
な縁部１７を有するリップ部材１６の場合、リップ部材１６の尖端１９がまずガイド形成
要素１４の隅１４ｂに当接することになる。図６によるガイド形成要素１５の場合は、リ
ップ部材１６の尖端１９がまず側方のガイド形成要素１５の摺動面１５ａに当接すること
になる。
【００３２】
　このように、説明したすべての実施形態について、ガイド形成要素は、曲線的または直
線的な縁部をもつリップ部材と協働するように構成されて、それにより、スロットへのリ
ップ部材の挿入が摺動面でのリップ部材（またはリップ部材の一部）の摺動によって始ま
り、次いでリップ部材の進入時のスロットへのリップ部材の漸進的挿入へと引き継がれる
ことがわかる。同じように、それぞれの衝止部２０は、スロット１０内へのリップ部材１
６の挿入の際にリップ部材をブロックして、リップ部材がスロット１０の外を通るのを妨
げるように構成される。
【００３３】
　最後に、空気ガイド部品１のリップ部材１６がスロット１０内でより確実に保持される
ようにするため、スロット１０内へのリップ部材１６の挿入方向に対して垂直に、かつ平
坦隔壁４および平坦板４に対して垂直に配置された拘止リブ２１を設けることもできる。
こうした拘止リブ２１は、スロット１０内にリップ部材１６が挿入されたときにリップ部
材と協働して、スロットの奥へとリップ部材を案内し、リップ部材がスロット１０内に完
全に挿入された段階でリップ部材を平坦隔壁４に対して垂直に拘止するように構成される
。拘止リブは、スロット１０内にリップ部材１６が嵌合した後のアセンブリの剛性を改善
することもできる。この拘止リブ２１は図２および図４～図６に見ることができる。拘止
リブはスロット１０の長さに沿って分散配置され、スロットの縁からスロットの奥に向か
って次第に高くなるようにして、スロット１６内部でのリップ部材１６の案内が果たされ
るようにされる。
【００３４】
　２つの要素１および２の上方部分も、何らかのリップ部材とスロットを協働させること
によって組み立てられるようにすることができる。しかし、視認性はより高くなるため、
スロットの前面に位置するガイド形成要素の必要はない。場合により、スロットの外隅を
スロットの外側に折り返すことでスロットの端部レベルでスロットの厚みを広げるように
して、リップ部材のせり出した尖端の挿入が容易になるようにすることができる。
【００３５】
　上に説明したノズルはフレームの一般的形状を有する。本発明のその他の実施形態では
、ノズルはフレームとはかなり異なる形状を有する剛性構造によりなるものであってよい
が、ノズルには、その外周縁の少なくとも１つに上に説明したものと類似のガイド手段お
よび摺動手段が設けられる。
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